
尾張旭市議会議長殿

一般質問(代表く廼1雪)通告書

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により9月定例会において別

紙のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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別紙                    氏 名  櫻井  直樹    

質 問 事 項 

 

№  １   

「学びの共同体」の授業を広めることについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

７月９日、福祉文教委員会では、埼玉県飯能市に出向き、「学びの共同

体」の授業を取り入れた「学びの改革」について、行政調査を行いました。 

「学びの共同体」の授業とは、教師の一方的な説明や暗記中心の授業では

なく、子どもたちが互いの声を聴き合い、学び合う授業形態をとる指導方法

です。 

学び合う授業形態であるために、子どもたちの人間関係づくりにも効果が

あり、学力の向上だけではなく、不登校の未然防止にもつながる指導方法で

す。 

本市にとって参考になる先進事例であり、市内の小中学校で「学びの共同

体」の授業を取り入れることができれば、様々な効果が期待できると考えま

す。 

そこで、「学びの共同体」の授業を本市の学校教育に広めることについ

て、以下の３点について答弁を求めます。 

 

（１）各小中学校の授業について 

各小中学校で行われている授業の形態は、どのように決められている

のか伺います。 

 

（２）「主体的・対話的で深い学び」の実践例について 

  「学びの共同体」の授業は、現在の学習指導要領に示されている「主

体的・対話的で深い学び」の実現に直結しています。 

本市の学校教育では、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

て、どのような取組がなされているのか、その実践例を伺います。 

 

（３）「学びの共同体」の授業を広めることについて 

   市内のどこかの学校で、「学びの共同体」の授業が実践できたら、小

中学校への広がりのきっかけになると考えます。小中学校の授業で「学

びの共同体」の授業を取り入れるためには、どのような方法があるのか

伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  櫻井  直樹       

質 問 事 項 

 

№  ２   

民間学童クラブの待機児童について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

７月16日に福祉文教委員で、民間学童クラブ連絡会との意見交換会があり

ました。学童クラブの待機児童問題は、夏休みの学童保育に関連して、かな

り深刻であることが報告されました。 

また、８月23日には、民間学童クラブの施設見学を行い、子どもたちで飽

和状態になっている施設の様子も見させていただきました。 

そこで、民間学童クラブの待機児童について、以下の５点について答弁を

求めます。 

 

（１）民間学童クラブにおける待機児童について 

民間学童クラブの待機児童の状況について、現状を伺います。 

 

（２）待機児童が発生している背景について 

  夏休みの学童保育など、様々な理由で待機児童が発生していると考え

られます。その背景について伺います。 

 

（３）民間学童クラブ施設の拡充について 

  待機児童解消のためには、施設の拡充が必要になります。市の方針に

ついて伺います。 

 

（４）夏休みの「サマー学童」について 

  夏休みだけ開く学童保育は、「サマー学童」と呼ばれ、自治体や委託

先事業者が運営し、国は、来年度から補助金を出す方針を発表との報道

もあります。「サマー学童」について、本市の対応を伺います。 

 

（５）夏休みの小学校施設の利用について 

   小学校の部活動が廃止され、夏休みの小学校では、運動場や体育館、

特別教室などの施設が空いている状況が想像されます。夏休みの小学校

施設の利用により、公立児童クラブの利用定員の拡大について伺いま

す。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


